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新規就農者のブースは多くの客で賑わった

平
成
25
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
協
議

　

常
任
会
議
員
に
吉
川
氏（
町
田
市
）と
沖
山
氏（
八
丈
町
）を
選
任

東
京
都
農
業
会
議
賛
助
員
協
議
会
・
互
選
会
開
く

 
 

都
農
業
会
議
は
11
月
７
日
、
区

市
町
村
主
管
課
長
お
よ
び
農
業
委

員
会
長
74
人
の
出
席
を
得
て
賛
助

員
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
平
成
25
年
度
農
業
会

議
事
業
・
予
算
の
構
想
お
よ
び
賛

助
員
拠
出
金
額
が
了
承
さ
れ
、
ま

た
提
携
活
動
を
よ
り
強
化
し
諸
情

勢
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
終
了
後
、
１
号
会
議
員

に
よ
る
常
任
会
議
員
互
選
会
を
開

き
、
吉
川
庄
衞
氏
（
町
田
市
・
再

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
25
日
～

26
日
に
か
け
て
、
岐
阜
市
で
農
業

委
員
会
会
長
研
究
集
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

こ
の
研
究
集
会
に
は
、
都
内
の

農
業
委
員
会
長
・
職
員
な
ど
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
市
は
、
中
部
地
域
の
都
市

圏
と
し
て
、
立
地
条
件
を
い
か
し

た
農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

畜
産
業
が
盛
ん
で
中
山
間
地
域
で

は
環
境
保
全
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
の
農
業
施
策
・

　

 

　
　

農
業
委
員
会
活
動
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

　

研
究
集
会
で
は
、
波
多
野
会
長

の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
岐
阜
市
農

業
委
員
会
の
鷲
見
郁
雄
会
長
が
挨

拶
を
述
べ
、
同
市
農
業
委
員
会
の

澤
田
郁
佳
事
務
局
長
が
「
岐
阜
市

の
農
業
概
要
と
施
策
・
農
業
委
員

会
の
活
動
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
。

任
）
と
沖
山
慶
孝
氏
（
八
丈
町
・

新
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
市
農
業
委
員

会
で
は
、
農
業
委
員

会
の
協
力
員
と
し

て
、
農
業
者
２
８
４

人
（
31
地
区
）
を
農

政
推
進
委
員
と
し
て

委
嘱
し
、
農
家
30
～

40
戸
あ
た
り
１
人
の

推
進
委
員
を
配
置
す

る
な
ど
き
め
細
か
い
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

澤
田
事
務
局
長
は
「
農
政
推
進

員
は
活
動
の
根
幹
で
あ
り
伝
統
的

な
取
り
組
み
。
予
算
措
置
も
含

め
、
今
後
と
も
継
続
さ
せ
て
い
く

も
の
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岐
阜
市
特
産
の
枝
豆

生
産
の
状
況
と
地
域
食
で
あ
り
地

産
地
消
が
引
き
継
が
れ
て
い
る

「
守
口
漬
」
と
守
口
大
根
の
生
産

状
況
に
つ
い
て
、
現
地
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
守
口
大
根
の
生
産
者

で
あ
る
髙
橋
さ
ん
は
「
戦
後
の
食

糧
増
産
に
よ
り
一
時
生
産
を
中
止

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
生
産

者
が
種
を
保
存
し
地
域
食
が
守
ら

地産地消を引き継ぐ守口大根と守口漬に
ついて説明をする守口大根生産者の髙橋さん

都
内
の
新
規
就
農
者
が
東
京
都
農
業
祭
で
野
菜
を
直
売

　

11
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て

明
治
神
宮
で
開
か
れ
た
「
東
京
都

農
業
祭
」
に
て
、
都
内
の
新
規
就

農
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
東
京
Ｎ

Ｅ
Ｏ
ー
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
が
、

生
産
し
た
野
菜
を
直
売
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
非
農
家
出
身
者
が
、

都
内
の
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
で

農
地
の
利
用
権
設
定
を
受
け
就
農

し
て
お
り
、
新
規
就
農
者
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
来
場
者
の
関
心
も

高
く
、
ブ
ー
ス
は
多
く
の
人
が
訪

れ
、
積
極
的
に
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ
な

れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
岐
阜
県
農
業
会
議

の
堀
口
浩
農
地
・
経
営
課
長
よ
り

「
岐
阜
県
の
農
業
概
要
と
岐
阜
県

農
業
会
議
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
堀
口
課
長
は
、

農
地
の
利
用
促
進
と
担
い
手
の
育

成
な
ど
岐
阜
県
内
の
農
業
委
員
会

が
進
め
る
積
極
的
な
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。　

挨拶を述べる波多野会長

ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く東

京
都
農
業
会
議

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
府

中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
と
国
土
交
通
省
の

担
当
者
が
都
市
農
業
に
関
す
る
検

討
状
況
な
ど
を
報
告
し
、
ま
た
、

認
定
農
業
者
に
よ
る
意
見
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
３
面
）
。

岐阜市農業委員会の活動について説明する
澤田事務局長

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
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編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
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平
成
24
年
11
月
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第
７
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
24
年
10
月
17
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
２
件

６

０

１

㎡
、

第

５

条

５

件

１
０
７
５
８
・
４
㎡
を
審
議
し
、

許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
決
定

し
た
。

協
議

　

本
年
度
推
薦
さ
れ
た
企
業
的

農
業
経
営
顕
彰
お
よ
び
農
業
後

継
者
顕
彰
の
候
補
者
の
特
徴
と

経
営
状
況
を
説
明
し
た
。
今
後

も
農
業
委
員
会
、
各
団
体
と
連
携

し
、
意
欲
あ
る
農
業
者
の
育
成

支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
①

農
林
水
産
省
が
行
う
「
都
市
農

業
に
関
す
る
意
向
調
査
」
の
趣

旨
お
よ
び
設
問
内
容
な
ど
を
説

明
し
、
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

②
「
都
内
産
農
産
物
の
放
射

性
物
質
検
査
（
都
農
林
水
産

部
）
」
の
状
況
と
計
画
を
説
明

し
た
。

　

③
平
成
24
年
度
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会
に
つ
い

て
説
明
し
、
農
業
委
員
会
長
の

参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

た
。

第
８
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
24
年
11
月
19
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
２
件

３

９

４

㎡
、

第

５

条

７

件

２
５
６
９
・
６
２
㎡
を
審
議
し
、

許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
決
定

し
た
。

協
議

　

第
52
回
企
業
的
農
業
経
営
顕

彰
事
業
候
補
者
と
第
32
回
農
業

後
継
者
顕
彰
事
業
候
補
者
に
農

業
会
議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
候
補
者
の
う
ち
、

特
に
優
秀
な
経
営
に
は
東
京
都

知
事
賞
、
全
国
農
業
会
議
所
会

長
賞
、
東
京
都
産
業
労
働
局
長

賞
の
交
付
申
請
を
行
う
こ
と
も

併
せ
て
決
定
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
全
国
農
業
会

議
所
の
対
応
を
報
告
し
た
。

　

②
東
京
国
税
局
開
催
の
「
納

税
猶
予
適
正
化
協
議
会
」
の

状
況
を
説
明
し
、
農
業
委
員

会
に
よ
る
適
用
農
地
の
把
握

と
保
全
管
理
の
徹
底
、
適
切

な
事
務
処
理
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
よ
り
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

　

都
農
業
会
議
は
、
９
月
28
日
に
、

町
田
市
に
て
、
農
地
部
会
長
研
究

集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
で
は
、
特
に
町
田
市

農
委
会
（
吉
川
庄
衞
会
長
）
が
、

活
動
の
柱
と
な
り
取
り
組
む
「
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
」
を
中

心
に
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
市
街
化
調
整
区

域
の
農
地
利
用
促
進
の
た
め
、
円

滑
化
団
体
を
立
ち
上
げ
、
認
定
農

業
者
や
新
規
就
農
希
望
者
な
ど
に

農
地
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
ほ
か

研
修
農
場
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

現
地
研
究
で
は
、
新
規
就
農
者

な
ど
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
10
月
５
日
に
認

定
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
経
営
部
会
長

研
究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

 
 

茨
城
県
認
定
農
業
者
協
議
会
会

長
で
、
全
国
認
定
農
業
者
協
議
会

の
会
長
も
務
め
る
平
澤
協
一
氏
を

講
師
に
招
き
「
農
業
の
活
力
向
上

と
認
定
農
業
者
の
組
織
活
動
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
区
市
町
村
に
お
け
る
独

自
の
認
定
農
業
者
支
援
策
に
つ
い

て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 新規就農グループほ場で説明を受ける

　

都
農
業
会
議
は
、
神
奈
川
県
南

足
柄
市
農
業
委
員
会
な
ど
の
取
り

組
み
を
研
究
す
る
た
め
、
10
月
19

日
に
、
農
地
利
用
方
策
現
地
研
究

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
に
は
、
農
地
の
流

動
化
（
市
街
化
区
域
以
外
の
農
地

で
の
貸
借
の
促
進
）
を
担
当
す
る

都
内
の
農
業
委
員
会
の
職
員
や
東

京
都
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
足
柄
市
で
は
、
新
規
就
農
基

準
と
市
民
農
業
者
制
度
を
定
め
、

新
規
就
農
希
望
者
に
は
、
１
年
間

限
定
で
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
程
度

を
利
用
権
設
定
し
、
１
年
経
過
後

に
地
区
の
農
業
委
員
の
評
価
や
農

業
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、
正
式

に
就
農
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
南
足
柄
市
の
古
屋

部
長
は
「
農
地
の
利
用
促
進
を
は

か
る
た
め
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が

必
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

町
田
市
の
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
」
な
ど
研
究

農
地
部
会
長
研
究
集
会

認
定
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
研
究

経
営
部
会
長
研
究
集
会

神
奈
川
県
南
足
柄
市
の

　
 

　
　

農
地
流
動
化
の
取
組
み
な
ど
研
究

農
地
利
用
方
策
現
地
研
究
会

認定農業者の組織活動の重要性について講演
する平澤氏

研修農場を卒業し、町田市に新規就農した
久米さんから話しを聞く
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農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
「
継
続
性
の
あ
る
農
業
経

営
の
確
立
と
、
東
京
農
業
の
保
全

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
都
市
農
業
を
巡
る
各
種

制
度
の
見
直
し
に
お
い
て
、
農
業

委
員
会
が
正
確
な
情
報
を
把
握

し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
都
市
計
画
制
度
の
検
討
状
況

や
、
都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る

講
演
、
ま
た
農
業
者
に
よ
る
意
見

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

状
況
報
告

①
「
都
市
計
画
に
関
す
る
諸
制
度

の
今
後
の
展
開
」
～
都
市
計
画
制

度
小
委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と
め

 

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会
（
沖

山
慶
孝
会
長
）
、
は
11
月
８
～
９

日
、
島
し
ょ
農
業
現
地
研
究
会
を

高
知
県
馬
路
村
と
同
県
香
南
市
で

開
き
ま
し
た
。

　

馬
路
村
は
、
柚
子
の
加
工
品
で

地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
い
ま

す
。
現
地
研
究
会
で
は
、
馬
路
村

農
業
協
同
組
合
の
東
谷
望
史
組
合

長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
ま
た

加
工
場
お
よ
び
柚
子
畑
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

香
南
市
で
は
、
会
員
２
０
０
人

程
で
約
２
億
円
を
売
り
上
げ
る
農

産
物
直
売
所
「
や
す
ら
ぎ
市
」
を

視
察
し
し
、
経
営
委
員
会
を
中
心

と
し
た
運
営
方
法
な
ど
を
研
究
し

ま
し
た
。

高
知
県
馬
路
村
の
柚
子
生
産
に
よ
る
村
づ
く
り
を
研
究

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

　

西
多
摩
農
業
委
員
会
連
合
会

（
宮
川
修
会
長
＝
羽
村
市
）
は
、

こ
の
ほ
ど
福
島
県
い
わ
き
市
で
現

地
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

い
わ
き
市
農
業
委
員
会
の
鈴
木

理
会
長
よ
り
、
津
波
被
害
と
放
射

能
風
評
被
害
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
保
全
と
地
域
の
活
性

化
に
意
欲
的
な
「
（
有
）
と
ま
と

ラ
ン
ド
」
を
視
察
し
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
海
水
流
入
で
赤
変

し
た
稲
穂
や
、
コ
メ
の
全
袋
放
射

能
検
査
の
状
況
を
前
に
し
て
、
1

日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
い
ま
し

た
。

福
島
県
い
わ
き
市
の
震
災
後
の
農
業
復
興
の
取
り
組
み
な
ど
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
多
摩
農
業
委
員
会
連
合
会

葛
飾
区
と
江
戸
川
区
の
都
市
型
経
営
な
ど
研
究

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会

　

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協
議

会
（
吉
川
庄
衞
会
長
＝
町
田
市
）

は
、
こ
の
ほ
ど
葛
飾
区
と
江
戸
川

区
で
視
察
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

葛
飾
区
で
は
、
葛
飾
区
農
業

委
員
会
の
清
水
会
長
宅
を
訪
れ
、

住
宅
な
ど
に
囲
ま
れ
た
な
か
で
、

伝
統
野
菜
の
コ
マ
ツ
ナ
を
施
設

栽
培
す
る
経
営
を
研
究
し
ま
し

た
。

　

江
戸
川
区
で
は
、
都
農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
江
戸
川
区
農

業
委
員
会
の
岩
楯
会
長
か
ら
江
戸

川
農
業
の
経
緯
な
ど
の
話
し
を
聞

い
た
後
に
、
セ
ン
タ
ー
の
研
究
事

項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

～国
土
交
通
省　

都
市
計
画
課

環
境
計
画
調
整
官　

古
澤
達
也
氏

②
「
都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る

検
討
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
」

農
林
水
産
省　

都
市
農
業
室

室
長 

沖
和
尚
氏

③
「
東
京
で
農
地
を
保
全
し
、
農

業
を
続
け
る
た
め
に
は
～
い
つ
も

畑
で
考
え
て
い
る
こ
と
～
」

　

立
川
市
の
豊
泉
裕
氏
（
認
定
農

業
者
）
、
東
久
留
米
市
の
松
本
誠

一
氏
か
ら
の
報
告
。

質
疑
応
答

　

①
都
市
農
地
の
必
要
性
・
重
要

性
と
税
の
公
平
性
に
つ
い
て
、
②

生
産
緑
地
指
定
30
年
後
に
つ
い

て
、
③
市
街
化
区
域
内
農
地
の
利

用
権
設
定
お
よ
び
疾
病
等
の
場
合

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
概
要

葛飾区農業委員会の清水会長よりコマツナの
束ね方を聞く

「（有）とまとランド」では環境保全と地域活性化
について研究した

農水省「都市農業の振興に関する検討会」の
検討状況について説明する沖氏

国交省都市計画制度小委員会の「中間とりま
とめ」について説明する古澤氏

地域経済を活性化させている多くの柚子
加工品
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12
月
～
２
月
の
日
程

12
・
４ 

㈫ 

区
内
職
員
検
討
会

12
・
５ 

㈬ 

西
多
摩
職
員
検
討
会

12
・
10 

㈪ 

南
多
摩
職
員
検
討
会

12
・
12 

㈬ 

北
多
摩
南
職
員
検
討
会

12
・
13 

㈭ 

北
多
摩
北
職
員
検
討
会

12
・
14 

㈮ 

北
多
摩
西
職
員
検
討
会

12
・
17 

㈪ 

常
任
会
議
員
会
議

１
・
17 

㈭ 

常
任
会
議
員
会
議

１
・
18 

㈮ 

島
し
ょ
検
討
会

１
・
22 

㈫ 

北
多
摩
北
検
討
会

１
・
23 

㈬ 

北
多
摩
南
検
討
会

１
・
24 

㈭ 

北
多
摩
西
検
討
会

１
・
28 

㈮ 

区
内
検
討
会

１
・
29 

㈫ 

西
多
摩
検
討
会

１
・
31 

㈭ 

南
多
摩
検
討
会

２
・
28 

㈭ 

農
業
委
員
農
業
者
大
会

新
規
就
農
希
望
者
の
経
営
計
画
作
成
を
支
援

新
規
就
農
希
望
者
経
営
計
画
支
援
会
議

ト
マ
ト
な
ど
直
売
し

都
内
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ

　

10
月
12
日
と
13
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
新
宿
駅
西
口
広
場
に
お
い

て
、
東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る
交
流
フ
ェ
ス
タ

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
法
人
協
会
（
大
森

齋
会
長
）
は
東
京
農
業
を
Ｐ
Ｒ
す

る
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
し
、

会
員
が
生
産
す
る
花
壇
苗
や
、
日

の
出
町
の
ト
マ
ト
、
八
丈
町
の
ア

シ
タ
バ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
と
東
京
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水
武
男
会
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
東
京
都
消
費
者
月

間
実
行
委
員
会
（
笹
浪
真
智
子
委

員
長
）
と
共
催
で
「
東
京
の
が
ん

ば
る
農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
調

布
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

15
才
以
上
40
才
未
満
の
者
は
、

１
年
間
以
上
継
続
し
て
、
認
定
農

業
者
な
ど
の
経
営
に
お
い
て
、
農

作
業
か
つ
農
業
経
営
な
ど
に
携

わ
っ
た
者
。
（
40
才
以
上
65
才
未

満
の
者
は
６
ヶ
月
以
上
の
継
続
）

　

な
ど
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

同
支
援
会
議
は
、
９
月
25
日
に

こ
れ
ま
で
助
言
を
受
け
た
新
規
就

農
者
の
経
営
な
ど
を
見
学
す
る
現

地
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
で
新
規
就
農
し
た
佐
藤

成
慶
さ
ん
は
、
畑
の
脇
に
設
置
し

た
直
売
ス
ペ
ー
ス
で
の
販
売
に
取

り
組
ん
で
お
り
支
援
会
議
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

ほ
か
、
同
じ
く
瑞
穂
町
で
新
規
就

農
し
た
井
上
祐
輔
さ
ん
は
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
む
作
物
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
し
て
い
ま
し
た
。　

　

東
京
都
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
（
波
多
野
重
雄
会
長
）
は
、

都
内
で
非
農
家
出
身
の
新
規
就
農

者
や
希
望
者
が
増
え
る
な
か
、
同

協
議
会
幹
事
会
内
に
新
規
就
農
希

望
者
経
営
計
画
支
援
会
議
を
設
置

し
、
新
規
就
農
希
望
者
の
経
営
計

画
作
成
に
お
け
る
支
援
（
助
言
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
支
援
会
議
は
、
本
年
１
月
に

設
置
さ
れ
、
す
で
に
助
言
を
受
け

た
者
の
う
ち
、
八
王
子
市
・
町
田

市
・
瑞
穂
町
で
計
５
人
が
新
規
就

農
（
農
地
の
利
用
権
設
定
を
受
け

る
）
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

　

こ
れ
は
、
消
費
者
が
都
内
の
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
、
東
京
の
農

業
を
応
援
し
よ
う
と
開
か
れ
た
も

の
で
、
調
布
市
農
業
経
営
者
ク
ラ

ブ
（
白
川
精
次
会
長
）
の
全
面
的
な

協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
野
口
一
盛
さ
ん
の
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ
マ
ツ
ナ
を
中
心

と
し
た
野
菜
経
営
、
竹
内
文
雄
さ

ん
の
多
品
目
生
産
の
野
菜
経
営
、

ま
た
井
上
雅
義
さ
ん
の
野
菜
生
産

と
農
業
体
験
農
園
を
組
み
合
わ
せ

た
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
消
費
者
は
「
都
内
の

農
業
者
さ
ん
が
、
色
々
な
工
夫
を

し
て
農
業
経
営
を
営
ん
で
い
る
の

に
驚
い
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

調
布
市
の
農
業
を
消
費
者
が
見
学

「
が
ん
ば
る
農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
く 

来
年
１
月
に
は
、
２
人
が
就
農
す

る
予
定
で
す
。

　

同
支
援
会
議
で
助
言
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
対
象
者
は
左
記
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
就
農
希
望
地

　

東
京
都
内

２
．
所
得
目
標

　

年
間
農
業
所
得
３
０
０
万
円
を

５
年
後
に
目
指
す
。

３
．
農
業
従
事
日
数

　

就
農
後
年
間
１
５
０
日
以
上
。

４
．
研
修
な
ど

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
が

　

秋
田
県
で
開
か
れ
る

　

「
第
15
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
あ
き
た
」
実
行
委
員
会

（
鈴
木
辰
美
委
員
長
）
と
全
国
農

業
会
議
所
（
二
田
孝
治
会
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど
「
第
15
回
全
国
農
業
担

い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
あ
き
た
」
を
開

き
ま
し
た
。

　

都
内
か
ら
は
八
丈
町
の
農
業
者

が
参
加
し
、
優
良
農
業
経
営
体
表

彰
、
東
北
地
方
の
農
業
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、
現
地
視
察
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

都内産の野菜や草花は、多くの来場者から
好評を得た

現地研究会では新規就農者から経営状況
などの話しを聞いた

自らの野菜経営について説明する
野口一盛さん（左）

東 京 都
農業法人
協　　会

東　京　都
農業経営者
ク　ラ　ブ


